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の開口が最も多い。我々は右冠動脈右室痩を経験し，人
工心肺下に右冠動脈を切開し選択的痩孔閉鎖術を施行し
た。術後後壁硬塞を思、わせる臨床検査所見を示したが右
冠動脈造影では異常は認められなかった。冠動脈痩の頻
度，関連冠動脈の流入部位および手術方法について文献
的考察を加えて報告した。 
9. パルサルパ洞動脈摺右房内破裂の 1治験例 
0新井竜夫，武藤高明(千大)
パノレサノレパ洞動脈癌破裂は特徴的な発症，心雑音等で
外科治療上注目されているが，そのうちでも比較的まれ
な右房内破裂(今野の分類の ila型)の例を経験し，
完全体外循環下に根治手術を施行し，術後も順調に経過
したので若干の文献的考案を加えてここに報告した。 
10.心筋硬塞後心室中隔穿孔の 1治験例 
0太枝良夫，小林裕夫(千大)
心筋硬塞後の心室中隔穿孔は，心筋硬塞の合併症とし
ては， 1%と非常にまれなものである。今回我々の経験
した症例は54才の男性で穿孔後，極度の右心不全に陥っ
たが，強力な内科治療により急性期を乗り切り，硬塞後 
3ヶ月を経て心室癌および心室中隔穿孔を Tefl.onpatch 
でマットレス縫合し，根治術を施行した。術中，術後の
経過は良好で，術後30日で退院した。 
11.心筋硬塞に合併した心室摺の治験例 
0志村腎範，安野憲一(千大)
心筋梗塞合併症に対する手術としてはj心室癌切除術
が最も多く行われている。我々は心室癌切除術を経験し
根治せしめました。心室癌切除術に， AC-Bypassの合
併手術を行うと生存率も高く，さらに，術前の臨床症状
として，心不全状態が，ある場合は，特に手術の適応と
なります。今回はパイバス手術を行いませんで、したが，
術前冠動脈造影にて十分，合併手術の適応を検討するこ
とで更に成績が向上すると思われます。 
12.大動脈縮窄症に伴なう胸部大動脈摺の 1治験例 
0菅沢寛健，宇津見和郎(千大)
われわれは最近大動脈縮窄症に感染性の胸部大動脈癒
を併発し，大動脈癌の左主気管支への圧迫穿孔により，
左全葉の無気肺を呈した症例を経験し，治癒せしめた。
胸部大動脈癌の食道気管への圧迫穿孔は，その解剖学的
位置関係より起こりうる合併症ではあるがその報告例は
少なく，若干の文献的考察を加えて報告する。 
13.胸部大動脈癌破裂の 1治験例 
0塚本哲也安野憲一(千大)  
10年程前の定期健診で血圧が高いといわれ， 53年 5月
の胸部 x-pにより異常陰影を指摘された。 当大学の呼
吸器科を紹介され，精査のため入院し，薬物治療を受け
ていたところ突然 shock状態となった。
胸部 x-p，胸腔穿刺により，胸部下行大動脈の破裂と
診断。当科において，緊急手術をおこない大動脈癌切除
と人口血管による置換をおこなって，良好な結果を得た 
1症例を報告した。 
14.視床内側核出血に対する CTスキャンの重要性
について 
0久野恒一，三宅和夫
(茨城県西病院・脳外科)
我々の病院では昭和52年 7月より， 53年10月31日迄の
聞に， 2420回の CT-スキャンを施行して来たが， その
内，高血圧性脳出血は81例あり，これを出血部位別に分
類した。約40%は被殻出血で， 30%が視床出血，混合型
は 9%でその他の出血は20%であった。その内，視床内
側核出血は20%あり，その62%は脳室穿破していた。内
側核出血は従来迄の診断技術(脳血管写)では，診断不
可能であり，腰椎穿刺で血性である場合くも膜下出血と
誤診し易い。内側核出血の半数以上が脳室穿破している
事を充分に留意すべきであると考える。 
15.自然気胸治療のひとつの試み 
0山本弘，井村鈴雄，山野元
吉田作，清水衛
(都立府中病院)
過去 1年聞に当科で治療した自然気胸は原発性 26例
(うち手術例11)，続発性15例(うち手術例 5)である。治
療法として初発例はドレナージ持続吸引を原則とする
が，最近はさらに胸膜癒着促進剤としてプロンカスマ・
ベルナを注入し，かつ入院期間を 5日から 10日に短縮す
る工夫をし， 90%以上の成功率をあげている。再発例や
初発例で再膨張の不良な例は開胸の上，プレプを含む肺
部分切除術兼ガーゼによる壁側胸膜のプラッシングを行
なっている。本法の再発率は零である。 
16.緊急胸部手術症例 
0水谷正彦，唐木清一，川野元茂
北方勇輔，田中寿一(君津中央)
当院において，最近 1年聞に 6例の緊急開胸手術を経
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験したので報告した。症例は①44才女性。胸， 腹部刺
20. 当院における循環器外科の現況 
岩1 ，右血気胸，②41才男性。左胸部銃創，③26才男性，
外側性左横隔J莫ヘルニア，④16才男性。両側外傷性血気 0香西裏，渡辺寛
増田政久，小I!島邦昭才女性。左胸部刺創，29才女性。肺結石症，⑤44重，⑤1.
今後も増加するであろう胸部外傷に対して保存的療法に
こだわらず，むしろ積極的に開胸にふみ切ることが良好
な結果を得るものと考える。 
17.男子乳癌の 3例 
0小I!島邦ug，青柳栄一，小野和則
川村-健児，小l幡五郎，高井満
丸山卓治(松戸市立)
我々 は， 3例の男子乳癌を経験した。全乳癌に対する
比率は2.7%で，全悪性腫療の0.9%を占めた。男子乳癌
の臨床像を，女子のそれと比較すると，男子では高齢者
に多く大部分が乳頭直下に発生する。腫癌は比較的小さ
いが，周囲脂肪組織に之しいため，早期に皮膚，筋層，
所属リンパ節に浸潤しやすい。内分泌環境では， 1例に
血中 Estrone高値を認め，本症と Estrogenの関係を
示唆するものとして興味がもたれる。 
18.乳腺腫癌の診断:特にマンモグラフィーと穿刺吸
引細胞診との比較について 
0高橋秀禎，藤田昌宏，大森幸夫
中野喜久男，西村明p 本田一郎
斉藤登喜男(千葉県ガンセンター)
組織型の判明した乳癌のうちで， 穿刺吸引細胞診を
施行したものは 115例で，そのうち正診は 98伊~， 疑診は 
13例，誤陰性は 4例であった。また，マンモグラフィー
は103例に行い，正診は56例， 疑診は16例， 誤陰性は31
例であった。また腫癌の大きさ，組織型別に両者の診断
率について比較検討した。穿刺吸引細胞診は腫癌の大き
さが 2cm以下のいわゆる Tl症例に対しでもきわめて
有効であった。 
19.重複大動脈弓の 2手術治験例 
O古謝景春(琉球大学・外科)
我々は乳児期重複大動脈弓の 2手術治験例を得たので
報告する。症例は 4ヶ月男子と 11ヶ月女子でいずれも生
下時より異常な晴鳴があり，鴨下困難を伴なっていた。
症状血管造影，食道造影より確診を得て細い弓の離断術
を施行した。術後経過は全く良好であった。本邦におけ
る木症の手術成功例はいまだ少なしその早期診断と治
療を強調する。 
(松戸市立・循環器斥科)
心手術症例は108例に達した。手術成績向上のため，
日頃行っている，術中心筋保護及び，術後呼吸管理につ
いて報告する。
術中心筋保護は，現在 pharmacologic carcliodegia 
を用い，長時間の大動脈遮断，人工心肺からの容易な離
脱，術後の呼吸管理については，人工心肺時間に関係な
く，術前肺高血圧のあった患者は，術後肺内シャント率
が高く，適当な PEEPにより好結果を得た。 
21.POB及び Noradrenaline併用に関する薬理学
的研究 
'0小林純，鈴木一郎，大野了
伊藤力(国立千葉) 
LOSに対する POB-Noraclrenaline 併用療法につい
て，ネコを用いた実験により，薬理学的に検討した。
心筋，皮膚及び腎皮質血流量は交又熱電対を用い，ま
た心拍出量は電磁流量計を用いて血圧と同時に記録し
た。一連の実験より， POB投与下の Noraclrenaline 
の昇圧作用及び心筋血流量増加作用は， その強力な α・
作用に負うところが大であり，一方心拍出量の維持には
その舟作用が関与しているものと考える。 
22.特発性食道破裂の 1例 
0中島伸之
(国立循環器病センター・心臓血管外科) 
46才の男子， ni&吐後，激裂なる胸痛発作を主訴として
入院した。その発症経過より，特発性食道破裂を疑い食
道造影にて確診を下し得た。発病後，約10時間で，開胸
下に破裂部を二層結節縫合により閉鎖し，合併症もなく
完治せしめた。圧，外文献上，早期診断，早期手術が，
予後を左右する事を考案し，その重要性を強調した。 
23.最近経験した胃隆起性病変について 
0岩瀬亀夫(柏戸病院)
菅野勇(大・病理)
第 1例， 50才，女，胃体中部前壁の 3.5x3.5x3.Ocm 
の平滑筋腫，中央に 2個の潰療を有し，短期間に潰擦の
縮少がみられた。第 2例， 67才，男，胃集検で発見され
た。噴門部後壁の2.6x2.1x1.3cm，m の I型早期胃癌
